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「親の学び」次世代編実践協力校 実践事例紹介 

～水俣市立袋中学校での実践～ 

【講座のテーマ】 
ＳＮＳの使い方を見つめ直そう 

「自転車の乗り方・安全について考えよう」 

【講座の説明】 

 ＳＮＳは使い方によっては便利でもあり、また、危険性

も伴うことを理解し、日頃の自分のＳＮＳの利用の仕方を

見つめ直したり、親の立場になって考えたりする活動をと

おして、安全で正しい利用につなげることをねらいとした。 

【生徒の感想】（一部抜粋） 
○講座をとおして、ＳＮＳに対する親の思いなどがわかっ
た。今までは、スマートフォンがほしいと親に言っても、
だめだといわれてきたが、その理由がなんとなくわかっ
た。もしこれからＳＮＳを使うときは、気をつけて使お
うと思った。また、きちんと親の意見と思いを聞こうと
思った。 

○自分が思っていた以上にＳＮＳというのは怖いもので使
い方を考えないといけないことがわかった。親がＳＮＳ
に写真などの個人情報をのせるとだめだというのは、私
のことを考えて言ってくれていると知ることができた。
これからは、ＳＮＳの使い方には、十分注意して、楽し
く使っていきたい。 

○親と子でＳＮＳに対してどんな気持ちの違いがあるのか
を知ることができた。また、親がどんな心配をしている
のかがわかり、ちゃんとルールをつくることにも意味が
あると感じた。 

 

【プログラムの実際】 
１ アイスブレイク 
 ・かさなったらパン ・絵から見え方の違い 
  （雰囲気づくりと、受講するにあたっての心構え） 
 ・バースデイチェーン（３人のグループづくり） 
２ ＳＮＳに関する○×クイズ 
  （ＳＮＳの危険性について、知識の確認） 
３ SNSの使い方を見つめ直そう 
 ①ワークシートで自己診断 
  （各種ＳＮＳの利用状況と興味、関心について） 
 ②ある親子の会話から 

（子どもの主張へ返答を考える、お互いの主張がぶつ
からないように） 

 ③考えた内容をもとに役割演技 
 ④納得する方法の考察 
４ まとめ 

【講座の日程等】 
実施日：令和５年７月１４日（金） 
場 所：水俣市立袋中学校 
日 程：５校時（１４：００～１４：５０） 
対 象：袋中学校 第２学年 １８名、保護者 
進行役：芦北教育事務所 社会教育主事 坂口 祥一郎 

様式２ 

【アイスブレイク】 

【ＳＮＳに関する○×クイズ】 

【自己診断】 

【子どもの主張への返答を考える】 


